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古典文学研究における計量文献学的手法をめぐって 
－『更級日記』 『浜松中納言物語』 『夜半の寝覚』 
『紫式部日記』を題材として－ 
 
Remarks on the Bibliometric Analysis in Classical Literature Research 
-With Special Reference to “Sarashina Nikki,” “Hamamatsu Chunagon 
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予定なので、ここでは石(1987)の研究手順と結論のみを紹介しておく。すなわち同論考は、『更級



































































定義した。表 1 である。 
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他方、新井(1997)は文の切れ目を句点、文の単位を文字数としている。表 2 である。 
 
















例 1） 彼女は私に「そうでしたか。それは大変でしたね」と言った。 
→彼女は私にそうでしたか／それは大変でしたねと言った／ 
このような処理を施さない場合、次のような分析になる。 
例 2) 彼女は私に「そうでしたか。それは大変でしたね」と言った。 
→彼女は私にそうでしたかそれは大変でしたねと言った／ 
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動に伴い、計測結果に変化が生じるかもしれないからである。 
そこで本稿ではこの点に留意して、次のような手順をふんで文の長さを検討してみることにした。





分析に使用するデータは表 3 に記した五種類である。 
 
表 3 文の長さに関するデータ一覧 
データ番号 文の切れ目 単位 和歌・会話文等の扱い 









A-3 日本古典文学大系本における句点 一文に含まれる文字数 
新井(1997)に基づき、和歌と会話文を
整理。 
A-4 日本古典文学大系本における句点 一文に含まれる文字数 
新井(1997)に基づき、和歌と会話文
（心中表現を含む）を整理。 




































まず、基本の A-1 の作成手順は、次の手順 1～5 のようなものである。 
  
手順 1 ： 日本古典文学大系本の本文をもとにした、「大系本文（日本古典文学・囃本）データ 
ベース」５から、『更級日記』 『浜松中納言物語』 『夜半の寝覚』 『紫式部日記』の「傍記 
あり」のデータをコピーして、テキストエディタのサクラエディタ(2. 1. 1. 3)に貼り付ける。 
手順 2 ： 本文とは直接関係のないタイトル、巻名、および／（スラッシュ）等を削除する。さらに 
活字版の日本古典文学大系本と照らし合わせ、データベース化に際して発生した入力ミ 
スと思われる箇所を手作業で修正する 6。 
手順 3 ： 句点および引用符、（ ）以外の記号類を削除・整理する。たとえば、「つれ※※」とあ 
る場合「※」は踊り字のことであるが、これは「つれづれ」と改めた。 
手順 4 ： 句点（引用符内の句点を除く）を文の切れ目として、一行一文に整形する 7。和歌に 
ついては古典文学大系本において地の文とは別に一行を形成している場合は、その和歌 
単独で一文とした。  
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また、A-1 の内訳を示したものが表 4 である。各作品の総文字数（記号類を除く）における漢字
の割合は、おおよそ 0. 8％となった（小数点第四位を四捨五入）。 
 
表 4 A-1 データに関して 
 仮名文字数 漢字の数 総文字数 総文字数における
漢字の割合 
更級日記 28,469 242 28,711 0.843  
浜松中納言物語 147,195 1,215 148,410 0.819  
夜半の寝覚 189,821 1,641 191,462 0.857  
紫式部日記 36,275 314 36,589 0.858  
 
4.2.3 データ作成(A-1 以外の場合) 




A-3 および A-4 は、4.1 項の表 2 としてまとめた新井(1997)に基づき、A-1 のデータを整理した
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手順 6 ： A-1 の作成過程における手順 3 を経たあと、形態素解析を行う。解析作業には補助
ソフトウェア「和文茶まめ」を利用し、形態素解析用辞書に「中古和文 UniDic Ver. 1. 4」、
解析器に「MeCab 0.996」をそれぞれ用いている。この解析結果を下記表 5 のようなかたち
で Excel ファイル（.xlsx）に出力する。 
 
表 5 『更級日記』の解析例 
文境界 書字形 発音形 
語彙素
読み 
語彙素 品詞 活用型 活用形 語形 語種
B あづまぢ アズマジ アズマジ 東路 名詞-普通名詞-一般   アズマジ 和 
I の ノ ノ の 助詞-格助詞   ノ 和 
I 道 ミチ ミチ 道 名詞-普通名詞-一般   ミチ 和 
I の ノ ノ の 助詞-格助詞   ノ 和 
I はて ハテ ハテ 果て 名詞-普通名詞-一般   ハテ 和 
I より ヨリ ヨリ より 助詞-格助詞   ヨリ 和 
I も モ モ も 助詞-係助詞   モ 和 
I 、     、 補助記号-読点       記号
 
手順 7 ： 解析結果には「発音形」や「活用型」等の様々な項目が表示されるが、「書字形」と 
「品詞」の項目のみを残して、他要素は非表示に設定する。 




この手順 6～8 を経て得られたのが A-5 である。『更級日記』の A-5 のデータは、次のように整
理された状態となる。 
 
あづまぢ_名詞-普通名詞-一般 の_助詞-格助詞 道_名詞-普通名詞-一般 の_助詞-格助 







本項では、A-1 から A-5 までのデータにおける「文の長さ」の測定結果を示す。測定に際しては、
A-1 から A-4 では文字の数、A-5 では語の数を１０、それぞれ Excel の LEN 関数を利用してカウン
トした。文字の数、語の数それぞれのなかに、句点等の記号類は含めていない。この結果をまとめ
たものが、表 6 および表 7 である（小数点第三位を四捨五入）。 
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表 6 文の長さの分析結果① 
  文の数 総文字数 一文あたりの平均文字数 
A-1 
更級日記 380 28,711 75.56  
浜松中納言物語 840 148,410 176.68  
夜半の寝覚 1,027 191,462 186.43  
紫式部日記 778 36,589 47.03  
A-2 
更級日記 391 28,711 73.43  
浜松中納言物語 858 148,410 172.97  
夜半の寝覚 1,026 191,462 186.61  
紫式部日記 774 36,589 47.27  
A-3 
更級日記 380 28,101 73.95  
浜松中納言物語 1,134 147,584 130.14  
夜半の寝覚 1,826 189,417 103.73  
紫式部日記 789 36,309 46.02  
A-4 
更級日記 389 28,101 72.24  
浜松中納言物語 1,388 147,584 106.33  
夜半の寝覚 2,304 189,417 82.21  
紫式部日記 789 36,309 46.02  
 
表 7 文の長さの分析結果② 
  文の数 総語数 一文あたりの平均語数 
A-5 
更級日記 380 14,739 38.79  
浜松中納言物語 840 73,059 86.98  
夜半の寝覚 1,027 93,194 90.74  
紫式部日記 778 17,492 22.48  
 
4.4 結果の考察 




次に A-5 に関してである。A-1 や A-2 が一文に含まれる文字の数をカウントしたものであるのに
対し、A-5 は一文に含まれる語の数を求めたものである。双方は当然のことながら数値そのものは
大きく異なるが、その指し示す傾向はほぼ一致している。すなわち、日記文学よりも物語文学のほ






































品詞の分析に際しては、4.2.3 項における A-5 の作成過程で用いた Excel のデータ（.xlsx）を利
用する（手順 6 の表 5 を参照）。以下、このデータを B-1 と呼ぶ。 
 
5.3 分析結果 
B-1 から『更級日記』 『浜松中納言物語』 『夜半の寝覚』 『紫式部日記』の四作品における総
語数（記号類を除く）および、各品詞の数を Excel の検索機能を利用してカウントした。表 8 であ
る。 
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表 8 B-1 における品詞数（粗頻度） 
  更級日記 浜松中納言物語 夜半の寝覚 紫式部日記
動詞 3,009 16,536 21,464 3,341 
形容詞 665 3,763 4,946 817 
形状詞 90 649 873 143 
助詞 4,753 21,687 27,381 5,071 
助動詞 1,712 9,528 12,249 1,946 
名詞 3,454 14,361 16,772 4,660 
連体詞 0 8 22 1 
代名詞 302 1,334 1,644 192 
副詞 409 2,580 3,818 511 
感動詞 8 40 58 15 
接続詞 9 35 69 6 
接頭辞 126 1,412 2,360 426 
接尾辞 202 1,126 1,538 363 
合計 14,739 73,059 93,194 17,492 
 
上記はあくまで粗頻度であるため、これを単純に比較することはできない。そこで、総語数を分
母として 10,000 語あたりの相対頻度を求めた。表 9 である（小数点第一位を四捨五入）。 
 
表 9 B-1 における品詞率（相対頻度） 
  更級日記 浜松中納言物語 夜半の寝覚 紫式部日記
動詞 2,042 2,263 2,303 1,910 
形容詞 451 515 531 467 
形状詞 61 89 94 82 
助詞 3,225 2,968 2,938 2,899 
助動詞 1,162 1,304 1,314 1,113 
名詞 2,343 1,966 1,800 2,664 
連体詞 0 1 2 1 
代名詞 205 183 176 110 
副詞 277 353 410 292 
感動詞 5 5 6 9 
接続詞 6 5 7 3 
接頭辞 85 193 253 244 
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記の表 10 は、B-1 のデータから『更級日記』 『浜松中納言物語』 『夜半の寝覚』 『紫式部日記』
北原 慈子 




表 10 B-1 における名詞 
  更級日記 浜松中納言物語 夜半の寝覚 紫式部日記
普通名詞 92.24  96.48 97.37 93.71 
固有名詞 4.78  1.35 0.80 3.11 












































『更級日記』 『浜松中納言物語』 『夜半の寝覚』 『紫式部日記』の四作品を調査した。表 11 で
ある。 
 
表 11 B-1 における助詞（粗頻度） 
更級日記 浜松中納言物語 夜半の寝覚 紫式部日記
格助詞 2,432  10,439 12,248 2,684 
係助詞 886  4,896 6,548 1,135 
終助詞 63  323 478 54 
副助詞 268  1,201 1,739 276 
接続助詞 1,101  4,824 6,366 918 
 
また表 11 を、各作品の総語数を分母として 10,000 語あたりの相対頻度に修正したものが、表
12 である。 
 
表 12 B-1 における助詞（相対頻度） 
更級日記 浜松中納言物語 夜半の寝覚 紫式部日記
格助詞 1,650  1,429 1,314 1,534 
係助詞 601  670 703 649 
終助詞 43  44 51 31 
副助詞 182  164 187 158 
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作成することにした１３。表 13 である。 
 
表 13 B-1 における助動詞の順位表 
更級日記 浜松中納言物語 夜半の寝覚 紫式部日記 
順位 助動詞の種類 頻度 助動詞の種類 頻度 助動詞の種類 頻度 助動詞の種類 頻度 
1 なり-断定 397 なり-断定 2292 なり-断定 2861 なり-断定 494 
2 たり 249 ず 1274 ず 1641 たり 325 
3 ず 194 む 852 む 1073 ず 205 
4 き 158 き 666 たり 895 き 108 
5 む 123 べし 621 べし 818 む 103 
6 ぬ 122 たり 615 ぬ 713 り 91 
7 けり 85 ぬ 568 き 610 べし 89 
8 べし 71 けり 471 けり 489 せる 81 
9 れる 54 り 424 つ 457 けり 79 
10 り 35 れる 369 れる 456 ぬ 77 
11 られる 34 せる 224 せる 456 れる 49 
12 つ 32 つ 206 り 372 させる 47 
13 けむ 30 させる 144 させる 299 めり 43 
14 せる 29 られる 141 られる 191 つ 35 
15 なり-伝聞 22 けむ 124 めり 190 じ 27 
16 まし 18 じ 117 じ 169 られる 22 
17 めり 13 まし 101 らむ 158 けむ 16 
18 らむ 12 らむ 87 まし 112 らむ 15 
19 じ 12 めり 84 まじ 107 まほし 11 
20 させる 9 まじ 62 けむ 78 なり-伝聞 11 
21 まほし 6 まほし 40 まほし 45 まじ 10 
22 ごとし 4 なり-伝聞 34 なり-伝聞 43 まし 6 
23 まじ 3 むず 9 ごとし 10 ごとし 2 
24 らし 1 むず 6 
25 まうし 1 
26 ごとし 1 










中納言物語』で 3 回、『夜半の寝覚』で 5 回というように、そもそもの頻度が極端に少ないからであ
る。したがって、『紫式部日記』は、使用される接続助詞の種類が少ないのではなく、総数そのもの
古典文学研究における計量文献学的手法をめぐって 

















































本節ではこれらの先行研究をふまえ、『更級日記』 『浜松中納言物語』 『夜半の寝覚』 『紫式
部日記』における助詞・助動詞の連結を調査してみた。なお、ここで使用するのは、4.2.3 項で作







表 14 A-5 における助詞・助動詞の連結（粗頻度） 
更級日記 浜松中納言物語 夜半の寝覚 紫式部日記 
一語連結 
異なり数 126 160 161 120  
総数 6,465 31,215 39,630 7,017  
二語連結 
異なり数 400 814 951 370  
総数 1,049 5,974 7,955 1,032  
三語連結 
異なり数 157 652 848 131  
総数 187 1,262 1,606 156  
四語連結 
異なり数 29 192 221 28  
総数 29 240 283 28  
五語連結 
異なり数 5 42 34 4  
総数 5 46 39 4  
六語連結 
異なり数 1 7 2 0  






表 15 は総語数、表 16 は総文字数をそれぞれ分母とし、表 14 を百分率に修正したものである
古典文学研究における計量文献学的手法をめぐって 
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（いずれも小数点第三位を四捨五入）。 
 
表 15 A-5 における助詞・助動詞の連結（総語数を分母とした相対頻度） 
  更級日記 浜松中納言物語 夜半の寝覚 紫式部日記 
一語連結 
異なり数 0.85 0.22 0.17 0.69  
総数 43.86 42.73 42.52 40.12  
二語連結 
異なり数 2.71 1.11 1.02 2.12  
総数 7.12 8.18 8.54 5.90  
三語連結 
異なり数 1.07 0.89 0.91 0.75  
総数 1.27 1.73 1.72 0.89  
四語連結 
異なり数 0.20 0.26 0.24 0.16  
総数 0.20 0.33 0.30 0.16  
五語連結 
異なり数 0.03 0.06 0.04 0.02  
総数 0.03 0.06 0.04 0.02  
六語連結 
異なり数 0.01 0.01 0.00 0.00  
総数 0.01 0.01 0.00 0.00  
 
表 16 A-5 における助詞・助動詞の連結（総文字数を分母とした相対頻度） 
  更級日記 浜松中納言物語 夜半の寝覚 紫式部日記 
一語連結 
異なり数 0.44 0.11 0.08 0.33  
総数 22.52 21.03 20.70 19.18  
二語連結 
異なり数 1.39 0.55 0.50 1.01  
総数 3.65 4.03 4.15 2.82  
三語連結 
異なり数 0.55 0.44 0.44 0.36  
総数 0.65 0.85 0.84 0.43  
四語連結 
異なり数 0.10 0.13 0.12 0.08  
総数 0.10 0.16 0.15 0.08  
五語連結 
異なり数 0.02 0.03 0.02 0.01  
総数 0.02 0.03 0.02 0.01  
六語連結 
異なり数 0.00 0.00 0.00 0.00  
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表 17 二作品間において共通する助詞・助動詞の連結数（二語連結の場合） 
更級日記 浜松中納言物語 夜半の寝覚 紫式部日記 
更級日記 314 340 209 
浜松中納言物語 314 580 296 
夜半の寝覚 340 580 317 
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注 
1 たとえば 15 世紀の一条兼良の『花鳥余情』には、「宇治十帖」の作者は紫式部の娘「大弐三位」
であるとする説が記されている（『平安朝文学事典』, p.210）。 










6 修正内容は後掲の付属資料 1～6 としてまとめている。 
７ 一行一文に整形するにあたっては、正規表現を利用して下記のイ、ロのような処理を行った。 
イ、文字列 \r\n を空白に置換。 






11 「物語文学と比べて，日記文学における助動詞の頻度が低い。」(小林・小木曽(2013), p.33)。 
12 「名詞率」について、坂東(1990)は「全自立語数に対する名詞数の割合」(p.64)と定義している
（同論考 p.64）。 
13 Linux（Red Hat Enterprise Linux Server release 6.6）上で以下の処理を実行した。 









サクラエディタ(2.1.1.3)の Grep で次のような文字列を検索した。 
古典文学研究における計量文献学的手法をめぐって 
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 \S+(助詞|助動詞)(\S+)?  
また、二語以上の連結を抽出する場合は、上記の文字列を半角スペースをはさんで繰り返すと 
いう方法をとった。 
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付属資料 
付属資料 1 『更級日記』 『紫式部日記』における修正内容 
作品名と 
大系本頁数 データの本文 修正内容 修正後 
更級日記 p.505 涙（なみだ）をほろ＋＋と落（おと）して、、 読点が一つ余分。 
涙（なみだ）をほろ＋＋と落（おと）し
て、 






付属資料 2 『浜松中納言物語』における修正内容 
大系本
頁数 








































305 めでたるおぼゆるを、 「めでたる」ではなく「めでたう」。 めでたうおぼゆるを、 








337 過（す）ぎぬらんと思うほどに、 「思う」ではなく「思ふ」。 過（す）ぎぬらんと思ふほどに、
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付属資料 3 『夜半の寝覚』における修正内容① 
大系本
頁数 データの本文 修正内容 修正後 
47 御箏（しゃく）の琴（こと）の音、 「（しゃく）」ではなく「（しゃう）」。 御箏（しゃう）の琴（こと）の音、 
49 この人のたぐいにてあらんこそ 「たぐい」ではなく「たぐひ」。 この人のたぐひにてあらんこそ 
53 僧都（そうづ）の領（りゃう）する所には 「領する」ではなく、「領ずる」。 
僧都（そうづ）の領（りゃう）ずる所
には 
54 容體（やうだい）ほそかに、 「ほそかに」ではなく「ほそやかに」。 容體（やうだい）ほそやかに、 






57 音聞（をとぎゝ）見ぐるしく、もどきなかるげきさまにてこそ 「なかるげき」ではなく「なかるべき」。 
音聞（をとぎゝ）見ぐるしく、もどきな
かるべきさまにてこそ 
58 よりおはしてげにいかにあやしく思（おぼ）さるらむ。  「げに」の直前の 「 が抜けている。 
よりおはして「げにいかにあやしく
思（おぼ）さるらむ。 
58 ゆくなりなく思ひよりぬるを、 「ゆくなりなく」ではなく「ゆくりなく」。 ゆくりなく思ひよりぬるを、 
58 よも守（かみ）にはいせはせじ。 「いせはせじ」の「せ」は不要。 よも守（かみ）にはいはせじ。 
58 この御程よりは位（くらい）のあさき 「位（くらい）」ではなく「位（くらゐ）」。 この御程よりは位（くらゐ）のあさき
59 おほんかたの親（おや） 「おほんかた」の「ん」は不要か。 おほかたの親（おや） 
62 宮、いとよき人に思（おぼ）したる＋＋もあり。 ＋＋の直前の「人」が抜けている。 
宮、いとよき人に思（おぼ）したる
人＋＋もあり。 
63 「兄（せうと）にこそめさめ」 「こそ」ではなく「こそは」。 「兄（せうと）にこそはめさめ」 
64－65 刈萱（かるやか）のうへの 「かるやか」ではなく「かるかや」。 刈萱（かるかや）の 
65 もちゐるべきものには侍れ。 「もちゐる」ではなく「もちゐらる」。 もちゐらるべきものには侍れ。 
66 なぬばかりならぬ身の 「なぬばかり」でなく「なにばかり」。 なにばかりならぬ身の 





はなく 「 。 
行明（ゆきあきら）に言（い）はせし
かば、「いとことやうなるものを、 
69 萩原（はぎわら）よりも 「はぎわら」ではなく「はぎはら」。 萩原（はぎはら）よりも 
69 よにうけひき、返事などはせじ、 「返事などはせじ」の直後は読点ではなく句点か。 よにうけひき、返事などはせじ。 
70 よべまかりのぼりあるよし申。 「のぼりある」ではなく「のぼりたる」。 よべまかりのぼりたるよし申。 








72 ものうちのたまへる（け）はひなどの、 「（け）」の直前の「氣」が抜けている。 
ものうちのたまへる氣（け）はひな
どの、 
84 口固（くちかた）められた給ぬらん物を、 「た給ぬらん」の「た」は不要。 
口固（くちかた）められ給ぬらん物
を、 











89 ためらひて起（お）きさせ給へ。いとゆゝしくも「とて、 「ゆゝしくも」の直後は 「 ではなく 」 。 
ためらひて起（お）きさせ給へ。い
とゆゝしくも」とて、 






101 對（たい）の君をひかえて 「ひかえて」ではなく「ひかへて」。 對（たい）の君をひかへて 
103 うちやすませ給てを』」 給ひてを』の直後の」は不要。 うちやすませ給てを』 
106 夕方（ゆうがた）殿に 「ゆうがた」ではなく「ゆふがた」。 夕方（ゆふがた）殿に 
113 繪物（えもの）語かきなどするもあり、 「（えもの）語」ではなく「（ゑもの）語」。 
繪物（ゑもの）語かきなどするもあ
り、 
113 「けさ、とくものし給（（たまひ））ぬ」 「けさ」の直前は 「 ではなく 「「 。 「「けさ、とくものし給（（たまひ））ぬ」 
 
古典文学研究における計量文献学的手法をめぐって 
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付属資料 4 『夜半の寝覚』における修正内容② 
大系本
頁数 データの本文 修正内容 修正後 
120 いとあつく温（ぬる）みいでてゝ、 「ゝ」の前後の （ ） が抜けている。 いとあつく温（ぬる）みいでて（ゝ）、
120 終（つゐ）の別は、さてのみやは」 「終」の直前の 「 が抜けている。 「終（つゐ）の別は、さてのみやは」
121 「氣色（けしき）あやし」と、おぼしとがめてむ。」 




124 なみだにいとゞ迷いぬるかな 「迷い」ではなく「迷ひ」。 なみだにいとゞ迷ひぬるかな 
129 參（まい）りつきて侍しば、 「侍しば」ではなく「侍しかば」。 參（まい）りつきて侍しかば、 






139 聞（き）かばこそよかれめ。 「よかれめ」ではなく「よからめ」。 聞（き）かばこそよからめ。 
144 なを（（ほ））例（れい）ならねさまを 「ならねさま」ではなく「ならぬさま」。 なを（（ほ））例（れい）ならぬさまを 
144 もてかしづききこえ給へるきさまは 「給へるきさまは」の「き」は不要。 もてかしづききこえ給へるさまは 
144 ひとつの御車にのり給ひて 「ひとつの御車」の「の」は不要か。 ひとつ御車にのり給ひて 
144 殿（との）に參（まい）給て、 「參（まい）」の直後の「り」が抜けている。 殿（との）に參（まい）り給て、 
146 思（（おほひ））もなくて 「おほひ」ではなく「おもひ」。 思（（おもひ））もなくて 
147 いがでか見（み）せ奉（たてまつ）らん。 「いがでか」ではなく「いかでか」。 
いかでか見（み）せ奉（たてまつ）ら
ん。 
148 姫君むかへられて給てのち、 「むかへられて」の「て」が不要。 姫君むかへられ給てのち、 







































159 心こそ女よ。」と言（い）ふを、 「女よ」の直後の句点は不要か。 心こそ女よ」と言（い）ふを、 
159 聞（き）おとされて、 「聞（き）」ではなく「聞（き）き」。 聞（き）きおとされて、 
163 人聞き（きゝ）もいとうたて。 「（きゝ）」ではなく「（ぎゝ）」。 人聞き（ぎゝ）もいとうたて。 
165 おなじ筋（すじ）のことを、 「（すじ）」ではなく「（すぢ）」。 おなじ筋（すぢ）のことを、 
166 を（（お））のづからもりやいでん」ん思が、 「ん思が」ではなく「と思が」。 
を（（お））のづからもりやいでん」と
思が、 
169 御髮（ぐし）もおちぬらん思ひつるを、 「おちぬらんと」の「と」が抜けている。 
御髮（ぐし）もおちぬらんと思ひつ
るを、 
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付属資料 5 『夜半の寝覚』における修正内容③ 
大系本






180 またなく心やかましと思（おも）ふ 「心やかまし」ではなく「心やまし」。 またなく心やましと思（おも）ふ 
181 外（そと）におはするほどにて、 「（そと）」ではなく「（と）」。 外（と）におはするほどにて、 
182 水（みず）のながれ、 「（みず）」ではなく「（みづ）」。 水（みづ）のながれ、 
190 正月の廿日のあまりの程なれば、 「廿日のあまり」の「の」は不要。 正月の廿日あまりの程なれば、 
190 そば顏（がお）なる御心つよさは。 「（がお）」ではなく「（がほ）」。 そば顏（がほ）なる御心つよさは。 
190 御言（こと）の葉（は）絶（た）えてすぐ給に、 「すぐし給」の「し」が抜けている。 
御言（こと）の葉（は）絶（た）えてす
ぐし給に、 
191 こぼれて、我（われ）ならましとき、 「我（われ）」の直前の 「 が抜けている。 こぼれて、「我（われ）ならましとき、
192 あさましきまで、いかに＋ と、 「と」の直前の 」 が抜けている。 あさましきまで、いかに＋ 」と、 
194 なごりとてどゞまる男（おとこ）などもなし 「どゞまる」ではなく「とゞまる」。 
なごりとてとゞまる男（おとこ）なども
なし 








204 遠（とお）くのけて、 「（とお）」ではなく「（とを）」か。 遠（とを）くのけて、 






222 似（に）げながらぬことに 「ながらぬ」ではなく「なからぬ」。 似（に）げなからぬことに 
223 かう思ひ知（し）りきこえさせぬようは 「ようは」ではなく「やうは」。 
かう思ひ知（し）りきこえさせぬやう
は 
224 本意（ほんい）かなひてなん、 「（ほんい）」ではなく「（ほい）」。 本意（ほい）かなひてなん、 
241 聞き（きゝ）おかせ給へる事あるより 「あるにより」の「に」が抜けている。 聞き（きゝ）おかせ給へる事あるに
より
257 大皇の宮の『さもや』の思（おも）しやりにだに、 「（おも）」ではなく「（おぼ）」。 
大皇の宮の『さもや』の思（おぼ）し
やりにだに、 
262 あさましう、ねたう、心（う）憂し 「（う）憂し」ではなく「憂（う）し」。 あさましう、ねたう、心憂（う）し 
263 うち思（おも）ひできこえ給つゝ、 「思（おも）ひいで」の「い」が抜けている。 うち思（おも）ひいできこえ給つゝ、
266 侍（ま）たせ給はざりけるよな。 「侍」ではなく「待」。 待（ま）たせ給はざりけるよな。 
271 「いまはいかゞは、もてはなれん。」 句点直後の 」 は不要。 「いまはいかゞは、もてはなれん。 
279 「いと、いとを（＋＋（ほ））しと 「と」の直前の 」 が抜けている。 「いと、いとを（＋＋（ほ））し」と 













307 「なにか、そはさらすとも」 「さらす」ではなく「さらず」。 「なにか、そはさらずとも」 




312 むかしににもみな樣（さま）かはりて、 「むかしにに」ではなく「むかしに」。 むかしにもみな樣（さま）かはりて、
316 「ねむのひま、いさゝかあくべきこと 「ねむ」ではなく「むね」。 「むねのひま、いさゝかあくべきこと
328 かく月項（ごろ）ふる御心地（ち）を 「月項」ではなく「月頃」。 かく月頃（ごろ）ふる御心地（ち）を





338 いと憂（う）き御ゆかりの御心がまへは、みな（おぼ）し知（ゝ）る 「（おぼ）」の直前の「思」が抜けている。 
いと憂（う）き御ゆかりの御心がま
へは、みな思（おぼ）し知（ゝ）る 
339 まづ、それいとめづらかなりかし。」 「なりかし」の直後の句点は不要か。 まづ、それいとめづらかなりかし」 
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付属資料 6 『夜半の寝覚』における修正内容④ 
大系本






343 まだはるけき御よゆくすゑを、 「御よゆくすゑ」の「よ」は不要。 まだはるけき御ゆくすゑを、 
359 かくれ蓑（みの）めぎたらん心地（ち）して、 「めぎたらん」ではなく「ぬぎたらん」。 
かくれ蓑（みの）ぬぎたらん心地
（ち）して、 
360 現（うつ）ともおぼえず」 「（うつ）」ではなく「（うつゝ）」。 現（うつゝ）ともおぼえず」 
363 空（そら）の氣色などをも 「などをも」の「を」は不要か。 空（そら）の氣色なども 
365 侍（ま）ちうけては、 「侍」ではなく「待」。 待（ま）ちうけては、 
366 こなたにわたり給て、紅葉（もみじ）の 「（もみじ）」ではなく「（もみぢ）」。 
こなたにわたり給て、紅葉（もみ
ぢ）の 
373 苦（くる）しかるべきまゝに、よるづを 「よるづ」ではなく「よろづ」。 
苦（くる）しかるべきまゝに、よろづ
を 
373 話（かた）らひつくいて、 「話（かた）らひ」ではなく「語（かた）らひ」。 語（かた）らひつくいて、 
387 まかせて御覽（らん）ぜよ。」  」 直前の句点は不要か。 まかせて御覽（らん）ぜよ」 
389 下ざまなりける人なりけり、 「なりけり」の直後は読点ではなく句点か。 下ざまなりける人なりけり。 
392 くるしさをもそふる地（ち）すれ 「地（ち）」の直前の「心」が抜けている。 くるしさをもそふる心地（ち）すれ 
392 「など、つきせず飽（あ）かずのみ思（おぼ）して、 「など」の直前は 「 ではなく 」 。 
」など、つきせず飽（あ）かずのみ
思（おぼ）して、 
393 月日の光をならべたるやうにこそあらましかど、いかゞせん。 「いかゞはせん」の「は」が抜けている。 
月日の光をならべたるやうにこそ
あらましかど、いかゞはせん。 
397 うち見給（みたま）ひて、「いかで＋ 、 「いかで」直前の 「 が一つ足りない。 
うち見給（みたま）ひて、「「いかで
＋ 、 
 
